
ー祉の人材・インフラ構築ーアド）｛ンスト・エッセンシャル・已ーマンサービスの基盤構築ー
（主な令和9年度予算概算要求事項）

1,733億円＋事項要求 1参考資料1 —⑤
（うち投資枠1,293億円）
※厚生労働省関係予算のみ言t上

◆ 2040年に向けて18歳人口が3割以上減少する中にあっても、医療・介護・福祉分野の担い手を確保し、地域の実情に応じつつ、限られた人員・
人材で質の高いサービスを提供し続けるため、各分野縦割りの量的な「マンパワー」の確保・養成を脱し、現場における生産性向上の取組加速や職員
配置基準の柔軟化を進めつつ、デジタル・AI時代の変化に対応した人材の確保・養成を進めるとともに、将来需要を踏まえ、地域に不可欠な施
設・設備を計画的に整備する。

⇒ 2040年に向け、こども家庭庁・文部科学省・厚生労働省が一体的に、2027年度から集中的に取り組む。
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1 医療・介護•福祉の実効的な担い手の養成・確保 I 
① 担い手の養成・確保のためのプラットフォームの構築等 80億円

► 都道府県において医療関係職種の養成・確保について関係者で協議
を行うプラットフォームの構築

► 学生への医療・介護・福祉の仕事の魅力発信、職場体験の実施、
マッチング支援

► 介護・障害福祉従事者の確保支援（未経験者等への研修支援、
キャリアアップ支援等）

► 外国人・障害者を含む多様な人材の参入促進・定着支援 等

② 養成施設のテクノロジー導入、デジタル・AI教育推進等

► 遠隔授業・実習等のテクノロジー導入の推進
► 学科・コースの新設・拡充、デジタル・AI等のリ・スキリング教育推進
► サテライト化、再編・統合の支援 等

55億円

③ 修学資金支援・研修の充実・強化 130億円

► 医療関係職種を目指す学生向けの経済的支援実施
► 介護福祉士の修学資金貸付事業の推進
► 従事者の資質向上支援、養成研修に係る体制・環境の整備 等

2 次世代型インフラの構築 I 

① 次世代医療インフラの構築 5億円＋事項要求

► 新たな地域医療構想の下、将来需要を踏まえ、老朽化・災害対策を含む
地域に不可欠な病院等の計画的な施設・設備整備への必要な支援

► 地域に不可欠な小児・周産期医療、救急・災害医療、へき地医療等の
体制整備の支援 等

② DX化・A1活用による生産性向上、データ共有•利活用の推進 829億円

► ICT·AI 導入による医療機関の業務効率化・勤務環境改善の推進、
在宅医療のICT導入や遠隔ICU体制整備の支援、薬局機能の高度化
推進

► 介護、障害福祉現場のA I活用を含めたテクノロジー開発・導入支援
► 介護保険、生活保護等福祉関係のデジタル環境整備 等

③ 介護•福祉の施設・設備の整備推進 696億円

► 介護施設等の耐災害性機能強化や地域の介護ニーズに応じた建替・改修
► 中山間・人口減少地域における訪問介護サービス提供体制・ケアマネジメン
ト提供体制の確保

► 障害福祉サービス事業所等の整備 等
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